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論 文 内 容 の 要 旨 









慢性大動脈弁閉鎖不全症における Tl シンチ所見と左室機能の関連を検討し、Tl 心筋シンチによる大動脈弁閉鎖不全
症における心筋障害評価の可能性を考察した。 
 〔 方法ならびに成績 〕 





縮末期壁応力（ESS）を算出し、ESS/ESVI をもって左室収縮性の指標とした。運動負荷 Tl 心筋シンチは、自転車エ
ルゴメーターにより最大運動負荷時に Tl-201 を静注、SPECT 像を撮影した。短軸断層像を 15-20 に分割、再構成し
た。各短軸スライスを放射線状に６度毎に 60 分割、最大値対する％にて、circumferential profile を作成した。正常
－2SD を下回る profile 示す部位を T1 集積の低下と判定した。低下部位の全心筋量に対する割合（％値）を Defect 
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Volume Ratio（DVR）と定めた。 
【結果】DVR は、1.0～28.3（平均 12.1±8.5）、全ての症例において Tl 集積の低下部位が存在した。DVR と EDVI、
ESVI の間には有意の相関を認めた。（r＝0.77 p＜0.05 r＝0.66 p＜0.01）DVR と EF の間には有意の相関を認めなか
ったが、DVR と ESS/ESVI の間には r＝－0.77（p＜0.05）の負の相関が認められた。 
〔 総   括 〕 
 慢性大動脈弁閉鎖不全症 13 例において局所の Tl 集積の低下を DVR という指標を用いて定量的に評価し、左室機
能の関係を検討した。 
1. 13 例前例において Tl 集積低下部位が存在した。その分布はびまん性であり、集積の偏りは認めなかった。計測さ
れた DVR 値は 1.0～28.3％（平均 12.1±8.5）であった。 
2. DVR と左室容積（EDVI、ESVI）の間には有意の正相関（r＝0.77 p＜0.05 r＝0.66 p＜0.01）を認めた 
3. DVR と EF の間には有意の相関を認めなかったが、DVR と ESS/ESVI の間には、r＝－0.77（p＜0.05）の負の相
関が認められた。 
以上より運動負荷 Tl 心筋シンチで得られた DVR は左室拡大及び左室収性低下と相関することがしめされた。DVR
と左室収縮性低下の有意相関は心筋シンチによる左室心筋障害評価の妥当性を示唆するものと考える。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 慢性大動脈閉鎖不全症における左室心筋の不可逆的障害は心筋組織の線維化と強く関連することが指摘されてい
るが、心筋組織の質的性状変化の臨床的意義の詳細は未だ明らかではない。 
 本研究では、慢性大動脈弁閉鎖不全症における運動負荷 Tl シンチの欠損像を Defect Volume Ratio（DVR）とい
う指標を用いて定量評価し、左室機能指標との関連を検討した。 
 本症における T1 欠損像は単純に心筋線維化を反映するものではなく、局所の血流の影響もうけることが推察され
る。しかしながら、DVR と左室収縮性低下などの左室機能指標との有意相関は心筋シンチによる本症の左室心筋障
害評価の妥当性を示唆するものと考えられた。 
 従来、慢性大動脈弁閉鎖不全症の病態評価は、手術適応を含めて、予後成績や左室心機能の推移を持って判断され
てきた。本研究の結果は、画像診断的アプローチによる心筋の性状評価の有用性を示し、本症の病態評価の新たな方
向性を臨床データにて明らかにした。この点において学位に値するものと認める。 
